
武蔵野市バリアフリー基本構想改定

第1回改定委員会 情報のバリアフリーの推進 2参考

　③ バリアフリーマップの作成とWeb上への掲載

　④ 各事業者ホームページのウェブアクセシビリティ確保とバリアフリー情報の充実

　～新型コロナウィルスにより進むICT活用社会とバリアフリー～

　⑤ コミュニケーション支援
・ イラストを用いた機器や、ICTを用いた機器の活用

　新型コロナウィルスの感染予防対策として、今後ますます情報機器を活用した社会へ変革して
いくことが予想されます。  一方で高齢者や障害者の方々は情報機器に不慣れな方も多く存在します。
　これらの状況を踏まえ、今後どのような課題があるのか、どのような形のサポートが考えられるのか
等、みなさまのご意見をお寄せください。

＜ICT普及によるサポート事例＞
　① 利用講習会の実施　　 ② アドバイザー、訪問サポート、体験場の創設

・ 会議で手話通訳を配置、点字資料の作成等
　⑥ 情報保障の確保

参考例 ①： 新宿区らくらくバリアフリーマップ （WebGIS）

参考例 ②： スマートフォンアプリの活用 （当事者投稿型）
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